
■作家略歴

　稲嶺成祚（いなみね・せいそ１９３２年～）

　１９３２年那覇市生まれ。安里国民学校時代に熊本へ学童疎開。

終戦後、沖縄へ戻り那覇高校で島田寛平が指導する美術クラブに

所属し、物資不足の中で米軍の廃品から筆記用具を探し、絵を描

く日々を送る。１９５１年に琉球大学美術工芸科入学。１９５７

年「第 1 回 稲嶺成祚個展」（那覇高校） を皮切りに、現在に至る

まで数多くの個展を開催。１９７２年から１９９８年まで琉球大

学で教鞭をとり、多くの美術教員を養成した教育者でもある。２

０１８年沖縄県文化功労者表彰、２０１９年令和元年度地域文化

功労者表彰（芸術分野） を受けた。

③B52 とカラカラ―（1969） ④戦争・将軍・女達（1966）①自画像Ⅱ（1952）作家蔵 ②町（1959）作家蔵
⑤屋根の上のシーサー（1994）作家蔵

⑦鳥と人物（1984） ⑧太陽のある家族（1998）⑥沖縄県立図書館モザイク　
　  原画「本を讃える」（1983）
　  沖縄県立図書館蔵

⑨大きな壺のある静物（3）（2012）作家蔵

※ 広報用画像をご希望の方はms-kinjo@okichura.jp へメールをお送り下さい。
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琉球大学卒業後、沖縄で絵を学ぶことに限界を感じ１年間東京に滞在した稲嶺は、あるとき美術館に展示さ
れていた西洋画を観て、その圧倒的な写実表現に衝撃を受けます。「西洋の様式を追っては西洋の画家に敵わ
ない」と考え、西洋画とは異なる日本画の平面性に着目するようになります。これがきっかけとなり自らの
様式を模索しはじめます。

子どもが描く記号的な絵でも、意味が伝わる。そこに具象絵画の根源と可能性を見出した稲嶺成祚（いなみね・
せいそ）は、「何を描くかも大事だが、どのように描くかの方に、より重大なメッセージが入る」と語り、独
自の様式を作り出そうと試みます。本展では、60 年を超える画業の中で 1600 点以上の絵を描いてきた画家
の変遷をたどる、作品約 90 点を紹介します。

画家として活動しながら美術教員となった稲嶺は、子どもが描く単純化された形に注目します。例えば幼児

が描く「花」は、実際には存在しない記号的な形ですが、それを見た人は「花」という概念を示す絵である

ことを理解します。こうした記号を認識する人間の力に、表現の新たな方向性を見出します。

稲嶺は、５０㎝以下の作品を数多く制作しています。これらの小さな作品は自らの様式を生み出そうと探求

する稲嶺の実験場です。８０年代以降に手掛けるようになった壁画をはじめとする仕事もまた、その画面の

大きさゆえに、それまでとは違った構図を模索するきっかけとなりました。

１９７０年代以降、自らの様式の出発となった日本画的な平面性に回帰します。さらに、壁画といった、こ

れまでと異なった形態の作品に挑戦する中で絵画の装飾性に着目するようになります。本章では、平面的で

記号的な表現を土台としながらも、次第に色を重視した表現から、次第に線による表現へと展開していく過

程を見ることができます。

１９９０年代になると、線と線の間を色面で埋めるようになり、再び面の世界へ移行します。そして「日常

は様々な場面の集合で成り立っている」という稲嶺の言葉通り、異なる時間や空間を一つの画面に同居させ

たような独自の様式を確立していきます。最終章では６０年の画業でたどり着いたパラレルな空間構成の作

品を紹介します。
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